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●玉来ダムによる治水効果の発現 

 平成３１年３月に定礎式を執り行い、現在は、本体コンクリート打設を行っております。併

せて、放流設備や止水対策等の工事を進めています。 

  

    第 3章 

１ 豪雨災害対策 

●土砂災害警戒区域等の指定を加速し、警戒避難体制を早期構築 
H30 調査数 3,925 箇所 

（H30 年度末調査率：78.9%） （H30 年度末指定率：67.6%） （土砂災害ハザードマップ等） 

（Ｒ２完了） 

 

作成支援ソフト操作研修会 土砂災害ハザードマップ 

令和元年度の基礎調査完了に向け、平成３０年度は３，９２５箇所で調査を実施しました。ま

た、土砂災害警戒区域にて市町村が行う警戒避難体制の構築を支援するため、土砂災害ハザード

マップの作成経費を助成する制度を新たに創設し、５，３１８区域でマップを作成しました。 

＜警戒避難体制の構築 

に向けた取組＞ 

○ハザードマップ作成支援 

ソフトの操作研修会開催 
 

○ハザードマップ作成経費の 

助成制度を新たに創設 

ハザードマップ作成数が 

 前年度の約２．５倍に増加 
(H29：3,482 区域→H30：8,800 区域) 

現在の工事状況（R1.8 時点） 

玉来ダム諸元

形　式： 重力式コンクリートダム（流水型）
堤　高： ５２．０ｍ 堤　体　積： １２８，２５０ｍ３
堤頂長： １４５．０ｍ 総貯水容量： ４０９万ｍ３ 定礎式状況 

現在の工事状況（R1.8 時点） 

玉来ダム完成予想図 
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●護岸の耐震化や強化による大分臨海部コンビナートの強靱化 

切迫する南海トラフ巨大地震・

津波や台風による高潮に対し、大

分臨海部への甚大な被害を最小化

し、地域の安全・安心を守る必要

があります。そのため、老朽化が

著しい大分臨海部の海岸保全施設

の防護機能強化を早急に行うこと

となりました。 

国土交通省の「大分港海岸直轄

海岸保全施設整備事業」として平

成２９年度から地盤改良や鋼矢板

等の護岸改良工事を進めていま

す。 

今後も、国・県・市が協力のう

え、関係企業や住民と調整をしな

がら、事業を進めます。 

「

大分港海岸直轄海岸保全施設整備事業」事業箇所図 

 

２ 南海トラフ巨大地震対策 

●最優先啓開ルートの橋梁耐震化・法面崩壊対策 

・公的機関・災害拠点病院等の広域的な防災拠点や救命活動に係る重要拠点を結ぶ「最優先啓

開ルート」において、平成３０年度までに道路法面対策を、平成３１年度までに橋梁の耐震

化を完了することを目標としています。平成３０年度は国道５０２号外、１２箇所の道路法

面対策工事と、大在大分港線弁天大橋外、５橋の橋梁の耐震化工事を実施しました。 

●道路啓開の確実な取り組み 

・大地震等により救命・救援活動を支える緊急輸送体制を早期に確保するための「道路啓開」

を行うにあたり、「だれが、どこで、いつまでに、どのようにして」といった活動手順を具体

的に定めた地区別実施計画を策定し、道路啓開の確実な実施に向けた取組を進めています。 

・平成３０年度は、豊後大野、竹田、玖珠、日田地区の計画を策定しました。 

《対策前》 

道路法面対策  国道５０２号（豊後大野市） 

《対策後》 《イメージ》 

橋梁耐震化工事 

第３章 

整備イメージ 整備断面図 
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第３章 

３ 「九州の東の玄関口」の強化 

●地域高規格道路の早期整備 

・東九州自動車道・宇佐別府道路・大分空港道路 

大分空港道路については、日出ＩＣ～安岐ＩＣ間の一部区間で実施していた４車線区間の延

伸工事が、令和元年７月に完了しました。 

・中九州横断道路 

 朝地ＩＣ～竹田ＩＣ間が平成３１年１月に開通しました。平成３１年４月に新規事業化した

竹田～阿蘇間の早期開通を目指し、引き続き国へ要望活動を行います。 

・中津日田道路 

 三光本耶馬渓道路（中津ＩＣ～田口ＩＣ間）が平成３１年３月に開通しました。 

 現在約２４km の区間（三光本耶馬渓道路、耶馬溪道路、日田山国道路）で整備を推進してい 

 ます。 

令和２年度の開通に向け整備が進む耶馬溪道路 
H31.1月に開通した中九州横断道路 

（朝地ＩＣ～竹田ＩＣ間） 

大分県は、九州と本州・四国との間を結ぶフェリーの約８割が発着しており、海路と九州各

県を循環する陸路（高速道路）の結節点となることから、人の流れ、物の流れの拠点として大

きな可能性を有しています。平成２８年度に策定した「九州の東の玄関口としての拠点化戦略」

に基づき、観光や産業振興に向けた取組を推進しています。 

 

大分港(大在地区) 埠頭再編のイメージ 
 

別府港(石垣地区) 埠頭再編のイメージ 
 

●拠点化に向けた港湾の再編 

・別府港石垣地区 

港湾施設やにぎわい施設の配置検討により、港

湾計画の変更及び別府港再編計画の策定を行

いました。今後、人の流れの拠点に向けた施設

整備を進めます。 

・大分港大在地区 

ＲＯＲＯ船のさらなる増便に対応するため、岸

壁や埠頭用地等の移転・集約の検討を進めてい

ます。今後、物の流れの拠点としての港湾施設

の機能強化を図ります。 
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●(都)庄の原佐野線 

第３章 

４ 大分都市圏交通円滑化対策 

本路線は、大分市内中心部での交通渋

滞の緩和や高速道路へのアクセス強化

を目的とし、整備を進めているところで

す。 

宗麟大橋を含む「元町・下郡工区」は、

平成３０年１月１４日に開通しました。 

「元町・下郡工区」に続く下郡バイパ

スから米良バイパス間の「下郡工区」は、

平成２９年度から事業に着手し、平成 

３０年度は測量、設計等を実施しまし

た。 

●国道４４２号（宗方拡幅） 

  大分市の宗方・稙田地区では、交通

量が多く、沿線には商業施設が多く立

地していますが、歩道が狭く途切れた

区間もあり、交通安全対策が課題とな

っています。 

  このため、平成２６年度から一部４

車線化と歩道設置の事業に着手しまし

た。平成３０年度は、用地買収を進め

ました。 

●国道１９７号（鶴崎拡幅） 

  大分市の志村～乙津間は自動車交通

量が多く、大野川を渡る橋梁部などで

も２車線しかなく、慢性的な渋滞が発

生しています。 

  このため、平成２７年度から４車線

化の事業に着手しました。まずは、乙

津工区の整備を優先し、整備を進めて

いきます。 

平成３０年度は、測量、設計等を実

施しました。 

米良バイパス 

まちなかの幹線道路で交通量が多く歩道整備が不十分 

大分市東部のボトルネック 

下郡工区 整備イメージ（暫定形） 

下郡バイパス 

大分川 → 

ＪＲ豊肥本線 

元町・下郡工区 

下郡工区 
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国道５００号（別府市鉄輪地区） 

「大分の街並みを引き立て、落ち着き・品格のある昭和通り」の実現を目指して、リボーン

１９７協議会から平成２８年１１月に１０項目の提言が提出されました。この提言に基づ

き、平成２９年度より、「交通安全事業 国道１９７号（昭和通り工区）」に着手しています。 

平成３０年度は、昭和通り交差点から城址公園までの工事と舞鶴歩道橋の撤去工事を実施 

しました。 

 

５ 道路空間の再生（リボーン） 

●道路空間の再生（リボーン）とは 

道路の拡幅のほか、既存道路幅を利用し交通実態に合わせた幅員の再配分や無電柱化、歩道

舗装の再整備、街路樹の見直し、照明のデザインの統一、バリアフリー化などを実施し、都市

景観を踏まえた幹線道路の再整備を行っています。 

国道１９７号（昭和通り） 

 

第３章 

国道５００号(別府市鉄輪地区)において、歩道の拡幅と無電柱化に向け、事業を進めてい

ます。平成３０年度は、構造物の詳細設計や用地測量などを実施しました。 

景観を損なう電線や電柱 整備後のイメージ 
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第３章 

６ 昭和電工武道スポーツセンターの完成 

平成３１年４月に多目的競技場、武道場等を有する、県内屋内スポーツの拠点となる地上３階、

地下１階の昭和電工武道スポーツセンターが完成しました。全国規模の大会誘致によるスポーツ 

振興に寄与するとともに、大分スポーツ公園の広域防災拠点としての機能強化が図られます。 

 

 

  

 

 

正面入口 

多目的競技場 武道場 

エントランス 

主要施設 

・多目的競技場（約 3,570 ㎡） 

・武道場（約 2,410 ㎡） 

・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室（約 500 ㎡ 

※ｷｯｽﾞﾙｰﾑ、救護室併設） 

・大会議室（約 100 ㎡） 

・小会議室（約 40 ㎡×2室） 

 
トレーニング室 

遠景 鳥瞰 
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第３章 

７ 社会資本の集中的メンテナンス 

●早期に対策が必要な社会資本の補修・補強対策を推進 

本県では、高度経済成長期以降に集中して整備された社会資本が多く、今後、老朽化する

施設が急増することが懸念されます。 

平成２６年までに完了した各施設の詳細点検の結果、早期対策が必要な施設が多数あるこ

とが判明したことから、その対策を着実に行う必要があります。 

その後は、損傷が深刻化する前の軽微な状態のうちに予防保全型の維持管理により、将来

の維持管理コストの平準化を図り、適切な維持管理に努めていきます。 

橋梁・トンネルの損傷・補修事例 ●早期対策が必要な施設の対策率 

1 巡目定期点検の結果から健全性

の診断を行い、早期対策が必要な橋

梁は８１５橋となっており、平成３

０年度に県道別府山香線御門橋な

ど９５橋の対策を行い、これまでに

橋梁８０９橋の対策が完了してい

ます。 

トンネルは、橋梁と同様に早期対

策が必要なトンネルは２００本と

なっており、平成３０年度に国道３

２６号鶯谷トンネルなど４４本の

対策を行い、これまでに２００本の

対策が完了しました。 

橋梁、トンネルの早期対策が必要

な施設の補修対策は、平成３０年度

までに完了することを目標として

おり、平成３０年度までの対策率

は、橋梁９９．３％、トンネル１０

０．０％となっています。橋梁の残

りの６橋については令和元年度中

の完成に向けて、目標達成に向けて

補修対策を引き続き推進していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁 県道別府山香線 御門橋（別府市） 

トンネル 国道 326 号 鶯谷トンネル（豊後大野市） 
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第３章 

８ 建設産業の魅力発信 

●地域の安心・安全を支える建設産業のイメージアップ 

建設産業は、地域の安心・安全を支え、快適な社会を構築するためには欠かせない重要

な産業ですが、近年は若年入職者の減少が著しいことから、建設産業の魅力を伝えるイメ

ージアップの取り組みを進めています。 

高校生向け建設現場体験学習会 

産学官の連携の取組の１つ

として、県内の土木・建築を学

ぶ高校生を対象に建設現場体

験学習会を開催しました。  

民間宿泊施設の建築現場や

玉来ダムの工事現場を見学し

ました。（県内で５校が参加） 

 

日頃近くで見られない土

木工事をもっと身近に感じ

てもらうため、親子を対象と

した「親子と土木のふれあい

見学会」を開催しました。 

H30.11.17（土）に、大分ス

ポーツ公園内で土木を体験

するイベントや建設中の武

道スポーツセンターの現場

見学を実施、県内から親子 

339 名が参加しました。 

親子と土木のふれあい見学会 

おおいた建設人材共育ネットワーク 

 産業・教育・行政がともに手

を携え、次代を担う建設人材を

確保・育成するため、「おおい

た建設人材共育ネットワーク」

を平成 28 年 11 月に立ち上げ

ました。 

建設産業ＰＲ動画の制作・Ｗ

ｅｂ配信やセミナー、研修会の

開催、「けんせつ小町座談会」

などの取り組みを通して、建設

産業の魅力発信を行っていま

す。 

けんせつ小町座談会 

玉来ダム工事現場の見学 

昭和電工ドームでのイベント 武道スポーツセンターの現場見学 

 研修会（ボーリング調査とコア観察） 

民間宿泊施設建築現場の見学 
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